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大
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紀
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第
四
十
六
号　
（
二
〇
一
一
年
三
月
十
五
日
）

「
オ
リ
エ
ン
ト
（
東
方
）
の
流
行
」
小
考
─
フ
ラ
ン
ス
絵
画
を
例
と
し
て

偉
大
で
あ
る
か
、
さ
も
な
く
ば
魅
力
あ
る
多
く
の
著
作
者
の
後
塵
を
拝
し
て
、
オ

リ
エ
ン
ト
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
無
謀
で
あ
る
と
は
私
に
は
ま
っ
た
く
思
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
─
─
─
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
『
サ
ハ
ラ
の
夏
（
（
（

』　　

A
 V

ision of the O
rient in the 19th C

entury French Painting

村
田　

宏

H
iroshi M

U
RA

T
A

要
　
旨

　

小
論
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
指
摘
し
た
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
オ
リ
エ
ン
ト
の
流
行
」
に
つ
い
て
、
絵
画

を
例
に
と
り
な
が
ら
若
干
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
想
像
的
世
界
を
ひ
と
つ
の
源
流
と
す
る
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
絵
画
が
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
提
示
す
る
自
然
や
風
景
と
正
面
か
ら
向
き
あ
う
に
い
た
る
ま
で
の
変
遷
の
過
程
を
、
ジ
ェ

ロ
ー
ム
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
、
ギ
ヨ
メ
、
ベ
リ
ー
ら
の
作
例
に
そ
く
し
て
検
証
す
る
。
そ
の
さ
い
に
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の

批
判
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
議
論
に
触
れ
つ
つ
も
、
最
終
的
に
筆
者
固
有
の
観
点
か
ら
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
再

評
価
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
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は
じ
め
に

　

１
．
エ
ジ
プ
ト
─
─
─
ひ
と
つ
の
発
端

　

２
．
オ
リ
エ
ン
ト
の
図
像
⑴

　
　
（
１
）
黒
人

　
　
（
２
）
性
愛
的
女
性
像

　

３
．
オ
リ
エ
ン
ト
の
図
像
⑵

　
　
（
１
）
馬

　
　
（
２
）
砂
漠

　

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

一
八
二
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
の
代
表
的
詩
人
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー

が
発
表
し
た
『
東
方
詩
集
』「
序
文
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
─
─
─
「
今

日
ほ
ど
オ
リ
エ
ン
ト
が
世
人
の
関
心
の
的
と
な
っ
た
時
代
は
な
い
。
オ
リ
エ
ン
ト
研

究
が
こ
れ
ほ
ど
推
進
さ
れ
た
時
代
は
な
か
っ
た
。
ル
イ
一
四
世
の
時
代
に
は
、
人
び

と
は
ギ
リ
シ
ア
愛
好
家
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
み
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
で
あ
る
（
（
（

。」

　

独
特
の
誇
張
法
に
よ
っ
て「
オ
リ
エ
ン
ト
」が
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て「
流

行
」
し
て
い
る
と
語
る
ユ
ゴ
ー
は
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
こ
の
よ
う
に
言
う
。「
オ
リ
エ

ン
ト
は
想
像
力
を
も
っ
た
人
び
と
に
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
知
的
な
人
び
と
に
は
観

念
と
し
て
、
い
ま
や
全
般
的
な
関
心
の
的
」
で
あ
り
「
オ
リ
エ
ン
ト
の
色
彩
」
は
「
ま

る
で
意
志
の
あ
る
も
の
の
よ
う
に
や
っ
て
き
て
」「
あ
ら
ゆ
る
観
念
や
夢
想
に
そ
の

刻
印
を
残
し
て
い
っ
た
（
（
（

」
の
だ
と
。

　

流
麗
な
修
辞
と
は
う
ら
は
ら
に
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
の
意
味
内
容
が
曖
昧
で
は
あ
る

も
の
の
、
ト
ル
コ
か
ら
イ
ラ
ン
、
ア
ラ
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
北
ア
フ
リ
カ
一
帯
の
地

中
海
沿
岸
地
域
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
ヴ
ァ
ン
ト
（
（
（

」
と
ほ
ぼ
同
義
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、

ユ
ゴ
ー
の
指
摘
は
正
当
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
「
オ
リ
エ
ン
ト
（
東
方
）」
は
お
お
い

に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

小
論
は
、
こ
の
「
オ
リ
エ
ン
ト
（
東
方
）
の
流
行
」
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン

ス
絵
画
を
例
に
と
り
な
が
ら
若
干
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
探
索
さ
れ
つ
く

さ
れ
た
か
に
見
え
る
主
題
な
が
ら
、
い
く
ば
く
か
の
私
見
の
提
示
は
可
能
か
も
し
れ

な
い
。

１
．
エ
ジ
プ
ト
─
─
─
ひ
と
つ
の
発
端

　
「
オ
リ
エ
ン
ト
流
行
」
の
端
緒
と
な
る
「
事
件
」
が
、
ユ
ゴ
ー
の
『
東
方
詩
集
』
か

ら
三
〇
年
ほ
ど
前
の
エ
ジ
プ
ト
で
起
こ
っ
て
い
た
。
一
七
九
八
年
七
月
の
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
上
陸
に
始
ま
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
で
あ
る
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地

方
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
（
あ
る
い
は
む
し
ろ
ナ
ポ
レ
オ
ン
個
人
）
の
存
在
を
誇
示
す
る
た

め
ば
か
り
で
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
へ
の
政
治
的
野
心
を
抱
く
イ
ギ
リ
ス
に
一
撃
与
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
出
兵
は
、
十
字
軍
以
来
久
し
く
絶
え
て
い
た
オ

リ
エ
ン
ト
に
た
い
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
事
的
挑
戦
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
敗
退
を
も
っ
て
終
結
し
た
。
し
か
し
な
が
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ら
、
こ
の
エ
ジ
プ
ト
侵
攻
は
、
そ
の
後
の
歴
史
に
は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
影

響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
三
年
余
の
戦
役
（
一
七
九
八
─
一
八
〇
一
）
の
の
ち
、

こ
の
地
の
歴
史
的
、
考
古
学
的
研
究
が
に
わ
か
に
活
況
を
呈
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
文

明
の
理
解
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
か
ら
で
あ
る
（
（
（

。
へ
ロ
ド
ト
ス
や
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
研
究

者
、
あ
る
い
は
少
数
の
旅
行
者
の
興
味
の
対
象
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
古
代
エ
ジ
プ
ト

が
、
あ
ら
た
に
一
般
の
知
的
詮
索
の
対
象
に
な
っ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た

時
勢
の
変
化
に
応
じ
て
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
あ
い
だ

で
、
エ
ジ
プ
ト
に
代
表
さ
れ
る
地
中
海
オ
リ
エ
ン
ト
へ
の
関
心
は
急
速
に
拡
大
し
、

ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
到
来
と
と
も
に
そ
の
熱
気
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ロ
マ
ン
主
義
の
基
本
原
理
の
ひ
と
つ
が
「
現
在
か
ら
の
脱
出
」
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
ふ
た
つ
の
契
機
が
内
包
さ
れ
て
い
た
（
（
（

。（
ⅰ
）
時
間
的
に
、
あ
る
い
は
（
ii
）

空
間
的
に
「
外
へ
出
る
こ
と
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
た
と
え
ば
古
代
ゲ
ー
ル
の
詩
人

オ
シ
ア
ン
や
ダ
ン
テ
、
ア
リ
オ
ス
ト
と
い
っ
た
文
学
者
を
導
き
手
と
す
る
過
去
へ
の

遡
行
で
あ
り
、「
中
世
へ
の
回
帰
」
は
そ
の
も
っ
と
も
鮮
や
か
な
例
証
で
あ
ろ
う
。
後

者
は
、
流
離
譚
の
主
人
公
さ
な
が
ら
に
未
知
の
国
に
身
を
お
く
こ
と
で
あ
り
、
死
と

再
生
を
演
じ
る
か
の
よ
う
な
不
安
と
恍
惚
の
入
り
ま
じ
っ
た
異
国
体
験
こ
そ
は
ロ
マ

ン
主
義
精
神
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
「
脱
出
の
あ
り
よ
う
」
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

西
欧
と
は
異
質
な
風
俗
や
習
慣
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
オ
リ
エ
ン
ト
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で

「
空
間
的
に
外
へ
出
る
」
た
め
の
恰
好
の
目
的
地
と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

も
っ
ぱ
ら
聖
地
へ
の
巡
礼
が
目
ざ
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン

（
一
七
六
八
─
一
八
四
八
）
の
オ
リ
エ
ン
ト
旅
行
（『
パ
リ
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
旅
』
一
八

一
一
）
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
も
、
ウ
ィ
ー
ン
経
由
で
エ
ジ
プ
ト
に
赴
い
た
ジ
ェ

ラ
ー
ル
・
ド
・
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
（
一
八
〇
八
─
一
八
五
五
）（『
東
方
紀
行
』
一
八
五
六
）
や
、

友
人
の
マ
キ
シ
ム
・
デ
ュ
・
カ
ン
（
一
八
二
二
─
一
八
九
四
）
と
と
も
に
エ
ジ
プ
ト
を

訪
れ
た
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ベ
ー
ル（
一
八
二
一
─
一
八
八
〇
）（『
エ
ジ
プ
ト
の
旅
』一

八
四
九
─
一
八
五
〇
）
ら
の
オ
リ
エ
ン
ト
巡
歴
に
は
ロ
マ
ン
主
義
の
微
妙
な
影
が
揺
曳

し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
（
（

。

　

こ
う
し
た
文
学
者
に
く
わ
え
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
音
楽
家
の
事
例
も
オ
リ
エ
ン
ト
流

行
を
明
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
オ
ー
ド
・
サ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
『
砂
漠
』（
一

八
四
四
）
の
作
者
フ
ェ
リ
シ
ア
ン
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
（
一
八
一
〇
─
一
八
七
六
）
は
、
ト
ル

コ
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
エ
ジ
プ
ト
で
耳
に
し
た
音
楽
に
基
づ
い
て
自
作
を
つ
く
り
あ

げ
、
カ
ミ
ー
ユ
・
サ
ン=

サ
ー
ン
ス
（
一
八
三
五
─
一
九
二
一
）
も
、
す
こ
し
時
代
は

下
る
も
の
の
、
ア
ル
ジ
ェ
、
チ
ュ
ニ
ス
、
エ
ジ
プ
ト
に
赴
き
『
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
組
曲
』

（
一
八
八
〇
）
を
完
成
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
（
（
（

。

　

そ
れ
で
は
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
絵
画
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
端
的
に

は
、文
学
や
音
楽
と
同
等
、あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
し
の
ぐ
勢
い
で
オ
リ
エ
ン
ト
は「
大

流
行
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
︽
ヤ
ッ
フ

ァ
の
ペ
ス
ト
患
者
た
ち
を
見
舞
う
ナ
ポ
レ
オ
ン
︾（
一
八
〇
四
）
を
残
し
た
ア
ン
ト
ワ

ー
ヌ
・
グ
ロ
（
一
七
七
一
─
一
八
三
五
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
自
ら
の
名
前
に
「
エ
ジ
プ

ト
人
」
と
冠
し
「E

gyptien P
rosper M

arilhat

（
（
（

」
と
署
名
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
風

景
画
家
プ
ロ
ス
メ
ル
・
マ
リ
ヤ
（
一
八
一
一
─
一
八
四
七
）（
図
1
）、
ト
ル
コ
を
主
題

に
し
た
作
品
に
よ
っ
て
一
八
三
〇
年
代
に
人
気
を
博
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ

カ
ン
（
一
八
〇
三
─
一
八
六
〇
）
ら
が
早
い
段
階
か
ら
オ
リ
エ
ン
ト
に
題
材
を
求
め
た
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画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
一
般
的
に
は
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
」
で
あ
る
以

上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
新
古
典
主
義
、
ロ
マ
ン
主
義
の
代
表
者
た
る
ド
ミ
ニ
ク
・
ア
ン
グ

ル
（
一
七
八
〇
─
一
八
六
七
）、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
（
一
七
八
八
─
一
八
六
三
）

が
、
想
像
上
の
、
あ
る
い
は
実
際
に
目
に
し
た
オ
リ
エ
ン
ト
を
さ
ま
ざ
ま
に
描
き
だ

し
て
い
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
記
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

  

オ
リ
エ
ン
ト
を
取
り
あ
げ
た
絵
画
、
す
な
わ
ち
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
」
が

一
定
の
歴
史
的
潮
流
と
し
て
自
己
を
貫
徹
し
て
ゆ
く
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ジ

ャ
ン
・
ア
ラ
ザ
ー
ル
の
先
駆
的
業
績
や
近
年
の
優
れ
た
諸
研
究
に
譲
る
と
し
て

（
（（
（

、
こ

こ
で
は
小
論
の
考
察
に
有
益
と
思
わ
れ
る
論
点
の
い
く
つ
か
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。
ま
ず
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾（
一

八
二
七
）
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。ド
ラ
ク
ロ
ワ
作
品
の
検
討
に
相
応
の
理
由
の

あ
る
こ
と
は
次
節
以
下
で
あ
き
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

２
．
オ
リ
エ
ン
ト
の
図
像 

⑴

　
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾（
図
2
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
バ
イ
ロ
ン
（
一
七
八
八

─
一
八
二
四
）
の
劇
詩
『
サ
ル
ダ
ナ
パ
ラ
ス
』（
一
八
二
一
）
に
霊
感
を
得
て
制
作
さ
れ

た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ア
ン
グ
ル
の
︽
ホ
メ
ロ
ス
礼
讃
︾
と

と
も
に
一
八
二
七
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
、
た
と
え
否
定
的
で
は
あ
れ
時
代
の
新

し
い
機
運
を
明
示
す
る
作
品
と
し
て
世
評
の
中
心
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ

エ
ロ
（
一
四
八
三
─
一
五
二
〇
）
の
︽
ア
テ
ネ
の
学
堂
︾（
一
五
〇
九
─
一
〇
）
に
倣
っ
た

か
の
よ
う
に
古
今
の
芸
術
家
た
ち
を
整
然
と
配
し
て
ホ
メ
ロ
ス
へ
の
頌
に
か
え
た
ア

ン
グ
ル
作
品
と
は
こ
と
な
り
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
作
品
は
、
そ
れ
こ
そ
画
家
が
「
絵
画
の

ホ
ロ
メ
ス

（
（（
（

」
と
呼
ん
で
敬
愛
の
念
を
捧
げ
た
ピ
ー
テ
ル
・
ル
ー
ベ
ン
ス
（
一
五
七
七
─

一
六
四
〇
）
を
思
わ
せ
る
色
彩
と
力
動
感
に
み
ち
溢
れ
、
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
の
歴
史
物

語
に
生
々
し
い
ま
で
の
息
吹
を
与
え
て
い
た
。

　

右
前
景
で
短
剣
を
突
き
付
け
ら
れ
た
裸
の
女
が
弓
な
り
に
身
を
反
ら
せ
、
そ
の
あ

ら
わ
な
胸
元
は
観
者
の
視
線
を
左
上
の
人
物
の
虚
ろ
な
眼
差
し
へ
と
導
く
。
自
ら
が

命
じ
た
虐
殺
を
眼
前
に
し
な
が
ら
、
ニ
ネ
ヴ
ェ
の
王
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
は
平
然
た
る

面
持
ち
で
寝
台
に
身
を
横
た
え
、
彼
方
の
虚
空
を
見
つ
め
て
い
る
。
恬
然
と
し
た
そ

の
気
配
は
女
の
胸
に
短
剣
を
突
き
立
て
る
男
の
激
し
い
形
相
と
際
だ
っ
た
対
照
を
な

し
て
い
よ
う
。
画
面
左
方
で
は
豪
華
な
馬
具
に
飾
ら
れ
た
君
主
の
愛
馬
が
黒
人
の
従

者
に
よ
っ
て
捕
殺
さ
れ
、
そ
の
背
後
で
は
、
お
そ
ら
く
は
寵
姫
ミ
ュ
ラ
で
あ
ろ
う
、

図 1

図 2
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ひ
と
り
の
腕
を
広
げ
た
女
が
身
を
投
げ
だ
し
て
い
る
。
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
に
何
事
か

哀
願
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
絶
命
し
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
と
も

あ
れ
王
の
命
じ
た
殺
戮
の
犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
反
乱
軍
の
侵
入

を
前
に
、
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
栄
光
の
一
切
は
猛
火
と
と
も
に
焼
き
尽
く
さ
れ
る
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
な
が
ら
愉
楽
と
陶
酔
に
包
ま
れ
た
祝
祭
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、
し
か
し
凄
惨
な

虐
殺
に
ち
が
い
な
い
一
場
を
描
い
た
こ
の
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
は
、「
オ
リ
エ

ン
ト
の
流
行
」
を
検
討
し
よ
う
す
る
小
論
に
と
っ
て
き
わ
め
て
示
唆
深
い
作
品
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殺
戮
と
い
う
主
題
、
馬
や
裸
婦
あ
る
い
は
黒
人
と
い
っ
た

モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
や
が
て
盛
行
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
先
取
り
す
る
よ
う

に
現
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
黒
人

　

サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
愛
馬
を
殺
害
し
た
褐
色
の
肌
の
人
物
、
端
的
に
は
黒
人
が
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
た
事
実
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
も
と

よ
り
黒
人
を
描
く
こ
と
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
独
創
で
は
な
く
、
む
し
ろ
西

洋
美
術
の
ひ
と
つ
の
有
力
な
水
脈
を
形
成
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
作
例
と
し
て
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
解
放
さ
れ
た
奴
隷
の
肖
像
を

写
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
平
等
主
義
の
信
念
を
誇
ら
か
に
謳
っ
た
︽
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ

イ
ス
ト
・
ベ
リ
イ
の
肖
像
︾（
一
七
九
七
）（
図
3
）（
ア
ン
ヌ
＝
ル
イ
・
ジ
ロ
デ
﹇
一
七
六

七
─
一
八
二
四
﹈）、
モ
デ
ル
の
可
憐
な
表
情
に
作
者
の
深
い
共
感
が
窺
わ
れ
る
︽
黒
人

女
の
肖
像
︾（
一
八
〇
〇
）（
図
4
）（
マ
リ
ー
・
ベ
ノ
ワ 

﹇
一
七
六
八
─
一
八
二
六
﹈）、
さ

ら
に
赤
い
上
衣
と
黒
い
肌
の
対
照
が
鮮
や
か
な
︽
東
方
的
な
衣
裳
の
黒
人
︾（
一
八
二

二
─
二
三
頃
）（
テ
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ェ
リ
コ
ー
﹇
一
七
九
一
─
一
八
二
四
﹈）
な
ど
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
黒
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
隆
盛
と

と
も
に
く
り
返
し
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
指
摘
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
テ
オ
ド
ー
ル
・
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
（
一
八
一
九
─
一
八
五
六
）
の
︽
エ

ス
テ
ル
の
化
粧
︾（
一
八
四
一
）（
図
5
）
や
ジ
ャ
ン=

レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
（
一
八

二
四
─
一
九
〇
四
）
の
︽
バ
シ=

バ
ズ
ク
（
ト
ル
コ
の
傭
兵
）︾（
一
八
六
九
頃
）（
図
６
）

は
そ
の
模
範
的
な
作
例
と
言
え
よ
う
。
前
者
で
は
ユ
ダ
ヤ
の
美
し
き
王
妃
エ
ス
テ
ル

の
傍
ら
に
配
さ
れ
た
黒
人
が
異
国
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て
い
た
し
、
後
者
で
は

図 3

図 4

図 5

図 6
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そ
の
横
顔
が
細
部
ま
で
明
瞭
に

描
か
れ
た
黒
人
兵
が
飾
り
の
つ

い
た
特
徴
的
な
帽
子
と
桃
色
の

上
衣
を
身
に
つ
け
て
現
れ
て
い

た
。
ま
た
こ
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
と

と
も
に
一
八
六
九
年
の
ス
エ
ズ

運
河
開
通
式
に
出
席
し
た
レ
オ

ン
・
ボ
ナ
（
一
八
三
三
─
一
九
二
二
）
の
︽
ス
エ
ズ
の
床
屋
︾（
一
八
七
九
）（
図
7
）
で

は
、
二
人
の
黒
人
が
白
く
輝
く
壁
面
を
背
景
に
一
本
の
黒
々
と
し
た
列
柱
の
ご
と
く

浮
か
び
あ
が
り
、
肖
像
画
家
と
し
て
名
高
い
ボ
ナ
が
同
時
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の

画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
五
六
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
民

族
学
的
調
査
を
行
っ
た
彫
刻
家
シ
ャ
ル
ル
・
コ
ル
デ
ィ
エ
（
一
八
二
七
─
一
九
〇
五
）

は
、
ブ
ロ
ン
ズ
に
白
と
褐
色
の
縞
瑠
璃
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
︽
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

衣
裳
の
黒
人
︾（
一
八
五
七
）
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
彫
刻
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム（

（（
（

を
打

ち
だ
し
て
い
た
。
オ
リ
エ
ン
ト
を
主
題
と
す
る
美
術
の
最
も
重
要
な
指
標
の
ひ
と
つ

は
こ
の
よ
う
に
黒
人
イ
メ
ー
ジ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）　

性
愛
的
女
性
像

　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に
お
い
て
黒
人
と
と
も
に
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
目
さ

れ
る
の
が
「
性
愛
的
な
女
性
像
」
─
─
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
で
弓
な
り
に
身

を
反
ら
せ
殺
害
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
愛
妾
─
─
で
あ
る
。「
禁
じ
ら
れ
た
」
を
意
味
す
る

ア
ラ
ビ
ア
語
の
「haram

」（
（（
（

に
由
来
す
る
ハ
ー
レ
ム
の
官
能
的
な
女
性
は
そ
の
典
型

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ハ
ー
レ
ム
が
西
欧
の
想
像
力
の
中
で
も
っ
ぱ
ら
安
逸
と
性

的
放
縦
に
ふ
け
る
秘
密
の
居
所
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
ロ

コ
コ
時
代
と
と
も
に
古
い
歴
史
を
有
す
る
が
、
こ
の
ハ
ー
レ
ム
と
密
接
不
可
分
の
性

愛
的
女
性
像
は
、
絵
画
の
世
界
で
は
し
ば
し
ば
「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
中
に
そ
の
発
現
の
場
を
見
い
だ
し
て
い
た

（
（（
（

。
本
来
は
「
オ
ダ
」
と
呼
ば
れ
る
ハ
ー

レ
ム
の
部
屋
に
仕
え
る
部
屋
女
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
オ
ダ
リ
ス
ク

（
（（
（

」

は
、
い
つ
し
か
オ
リ
エ
ン
ト
の
魅
惑
的
な
女
性
一
般
を
指
す
呼
称
と
な
り
、
こ
れ
が

一
九
世
紀
の
ア
ン
グ
ル
、
シ
ャ
セ
リ
オ
ー
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ

ワ
ー
ル
（
一
八
四
一
─
一
九
一
九
）
か
ら
二
〇
世
紀
の
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
（
一
八
六
九

─
一
九
五
四
）
ま
で
つ
づ
く
長
い
図
像
的
伝
統
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ア
ン
グ
ル
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
（
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
）
所

蔵
の
︽
オ
ダ
リ
ス
ク
と
奴
隷
︾（
一
八
四
〇
）（
図
8
）
で
は
、
頭
を
傾
け
た
オ
ダ
リ
ス

ク
が
腕
を
広
げ
て
豊
満
な
肉
体
を
誇
示
す
る
扇
情
的
な
ポ
ー
ズ
で
横
た
わ
り
、
豊
か

に
刺
繍
の
施
さ
れ
た
枕
や
水
ギ
セ
ル
、
ト
ル
コ
風
の
香
炉
と
い
っ
た
オ
リ
エ
ン
ト
の

装
飾
品
が
、
倦
怠
、
享
楽
、
性
愛
の
雰
囲
気
を
い
っ
そ
う
強
め
て
い
る
。︽
オ
シ
ア
ン

の
夢
︾（
一
八
一
三
）
な
ど
と
と
も
に
、
ア
ン
グ
ル
が
新
古
典
主
義
の
枠
組
に
お
さ
ま

り
き
ら
な
い
多
面
的
な
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
作
品
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
仔
細
に
眺
め
れ
ば
、︽
オ
ダ
リ
ス
ク
と
奴
隷
︾
に
は
イ
タ
リ
ア
・
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
が
愛
好
し
た
「
音
楽
家
の
傍
ら
に
横
た
わ
る
裸
婦
」
の
主
題
を
参
照

し
た
形
跡
が
あ
り
、「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
と
い
う
オ
リ
エ
ン
ト
的
な
主
題
を
先
行
作
品
に

図 7
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依
拠
さ
せ
つ
つ
西
洋
美
術
の
文
脈
に
置
き
か
え
よ
う
と
し
て
い
た
ア
ン
グ
ル
の
意
図

は
あ
き
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
い
わ
ば
オ
リ
エ
ン
ト
的
な
装
い
を
凝
ら
し
た
挑
発

す
る
ウ
ェ
ヌ
ス（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）が
じ
つ
は
提
示
さ
れ
て
い
た
と
も
解
せ
る
の
で
あ
る
。

  

こ
う
し
た
想
像
上
の
「
オ
ダ
リ
ス
ク

（
（（
（

」
に
類
縁
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
実
際
に
現

地
を
訪
れ
た
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
オ
リ
エ
ン
ト
の
性
愛
的
な
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
く
り

返
し
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
大
き

な
特
質
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
論
議
の
焦
点
と
な
る
の
が
、
一
八
五

六
年
に
初
め
て
エ
ジ
プ
ト
旅
行
を
試
み
て
以
降
、
幾
度
と
な
く
こ
の
地
を
訪
れ
た
ジ

ャ
ン=

レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
の
全
作
品
の
三
分
の
二
を
オ
リ
エ
ン
ト

の
主
題
が
占
め
る
と
も
い
わ
れ
、
小
論
の
文
脈
上
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
画
家

と
な
っ
て
い
る

（
（（
（

。

　

ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
残
し
た
性
愛
的
な
女
性
像
と
し
て
、
国
立
美
術
学
校
教
授
任
命
の

年
に
制
作
さ
れ
た
︽
ア
ル
メ
の
踊
り
︾（
一
八
六
三
）（
図
9
）
を
挙
げ
る
こ
と
に
お
そ

ら
く
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
左
に
カ
イ
ロ
の
町
並
が
覗
く
カ
フ
ェ
を
舞
台
に
、
両

手
に
小
さ
な
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
を
持
っ
た
ダ
ン
サ
ー
が
楽
士
た
ち
の
音
楽
に
合
わ
せ
独

特
の
ポ
ー
ズ
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
ト
ル
コ
の
傭
兵
た
ち
の
喝
采
を
浴
び
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。︽
ア
ル
メ
の
踊
り
︾
の
踊
り
子
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
ば
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
『
東
方
紀
行
』「
補
遺
」
中
の
「
エ
ジ
プ
ト
の
踊
り

子
」
と
題
す
る
一
章
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
エ
ジ
プ
ト
で
も
っ
と
も
有

名
な
︿
ガ
ワ
ジ
ー
﹀
と
呼
ば
れ
る
踊
り
子
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

男
た
ち
の
集
ま
り
の
気
晴
ら
し
の
た
め
に
彼
女
た
ち
を
雇
う
こ
と
も
ま
れ
で
は

な
い
。
こ
う
い
う
場
合
に
は
、
想
像
の
つ
く
事
だ
が
、
彼
女
た
ち
の
踊
り
は
先

に
書
い
た
の
よ
り
ず
っ
と
扇
情
的
で
あ
る
。こ
う
し
た
個
人
的
な
集
ま
り
で
は
、

彼
女
た
ち
の
う
ち
の
何
人
か
は
身
に
着
け
て
い
る
も
の
と
い
え
ば
、
シ
ン
テ
ィ

ヤ
ン
（
ま
た
は
ズ
ボ
ン
下
）
と
ト
ブ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
色
物
の
紗
で
で
き
た
、

ご
く
た
っ
ぷ
り
し
た
、
半
ば
透
け
る
シ
ャ
ツ
あ
る
い
は
ガ
ウ
ン
で
、
前
は
ほ
と

ん
ど
ス
カ
ー
ト
の
中
ほ
ど
ま
で
あ
い
て
い
る

（
（（
（

。

  

ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
「
踊
り
子
」
を
解
説
し
た
か
の
ご
と
き
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
ネ

ル
ヴ
ァ
ル
よ
り
も
一
〇
年
ほ
ど
の
ち
に
エ
ジ
プ
ト
に
旅
し
た
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
描
写

は
、「
ア
ル
メ
の
踊
り
」
を
眼
前
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
抱
か
せ
る
、
さ
ら

に
き
わ
ど
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
─
─
─
「
ク
シ
ウ
ク
の
踊
り
は
ま
さ
に
性
技
そ

っ
く
り
で
、
実
に
荒
々
ら
し
い
。
─
─
胴
着
で
胸
を
き
つ
く
締
め
つ
け
て
い
る
の
で
、

図 8

図 9
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む
き
だ
し
に
な
っ
た
両
の
乳
房
が
互
い
に
寄
り
あ
い
、
押
し
つ
け
あ
っ
て
豊
満
に
盛

り
あ
が
っ
て
い
る
。
─
─
踊
る
と
き
は
、
褐
色
の
地
に
金
色
の
縞
の
入
っ
た
シ
ョ
ー

ル
、
こ
れ
を
帯
状
に
畳
ん
で
腰
に
巻
く
。
こ
の
帯
に
は
フ
サ
の
三
つ
さ
が
っ
た
リ
ボ

ン
が
つ
い
て
い
る
。
─
─
右
の
足
、
あ
る
い
は
左
の
足
と
、
片
足
だ
け
で
跳
び
あ
が

る
仕
草
を
す
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
見
も
の
だ
っ
た

（
（（
（
。」

　

ナ
イ
ル
川
上
流
、
ル
ク
ソ
ー
ル
南
郊
の
エ
ス
ナ
の
娼
家
で
く
り
広
げ
ら
れ
た
こ
の

踊
り
の
場
面
が
、
そ
の
ま
ま
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
描
く
︽
ア
ル
メ
の
踊
り
︾
に
あ
て
は
ま

る
わ
け
で
は
も
と
よ
り
な
い
。
し
か
し
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
文
章
か
ら
は
往
時
の
エ
ジ
プ

ト
の
踊
り
子
の
あ
り
よ
う
が
お
お
よ
そ
あ
き
ら
か
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
き

に
男
性
の
相
手
を
務
め
た
ほ
と
ん
ど
娼
婦
に
ひ
と
し
い
ア
ル
メ
の
主
題
に
、
性
愛
的

雰
囲
気
が
濃
厚
に
立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
の
は
蓋
し
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。

　
︽
ア
ル
メ
の
踊
り
︾
が
実
際
の
場
面
か
ら
構
想
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

が
（
（（
（

、『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
の
未
来
の
作
者
フ
ロ
ベ
ー
ル
と
エ
ジ
プ
ト
旅
行
を
と
も
に

し
、
現
地
の
事
情
に
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
マ
キ
シ
ム
・
デ
ュ
・
カ
ン
が
、「
事
実

に
基
づ
く
場
面

（
（（
（

」
と
評
し
た
別
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
作
品
が
あ
る
。
一
八
六
七
年
の
サ
ロ

ン
出
品
作
︽
奴
隷
市
場
︾（
一
八
六
六
）（
図
10
）
で
あ
る
。
建
物
の
中
庭
と
お
ぼ
し
き

場
所
に
ア
ラ
ブ
や
ト
ル
コ
の
男
た
ち
を
配
し
、
少
女
の
口
に
指
を
さ
し
入
れ
る
緑
衣

の
商
人
を
中
央
に
据
え
た
こ
の
作
品
が
、
し
か
し
デ
ュ
・
カ
ン
の
洩
ら
し
た
感
想
の

と
お
り
現
実
の
場
面
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い

（
（（
（

。
確
か

な
こ
と
は
、
白
人
の
よ
う
に
も
見
え
る
無
抵
抗
の
可
憐
な
少
女
が
、
同
じ
ジ
ェ
ロ
ー

ム
の
︽
法
廷
の
フ
リ
ュ
ネ
ー
︾（
一
八
六
一
）（
図
11
）
に
登
場
す
る
一
糸
ま
と
わ
ぬ
古

代
ア
テ
ネ
の
娼
婦
に
き
わ
め
て
近
接
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
が
こ
の

あ
と
新
た
な
主
人
に
隷
属
し
、
後
者
が
無
罪
の
審
判
を
勝
ち
と
る
と
い
う
違
い
は
あ

る
に
せ
よ
、
陶
器
の
ご
と
く
滑
ら
か
な
そ
の
裸
身
を
男
た
ち
の
性
的
な
好
奇
の
眼
差

し
に
曝
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
羞
恥
の
身
振
り
を
示
す
い
と
ま
も
な
く

衣
服
を
は
ぎ
取
ら
れ
た
ふ
た
り
は
、
濃
密
な
性
愛
の
気
配
を
ひ
と
し
く
喚
起
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
ロ
ー
ム
は
こ
う
し
て
時
代
の
好
尚
に
投
じ
た
性
愛
的
な
女
性
像
に
よ
っ
て
人

気
を
博
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
最
大
の
担
い
手
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
の
だ

が
、
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
、「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
仮
借
な
き
批
判
者
エ

ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
（
一
九
三
五
─
二
〇
〇
三
）
に
な
ら
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
一
連

の
性
愛
的
な
作
品
に
は「
西
洋
に
よ
る
支
配
の
様
式
と
し
て
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」

の
影
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
は
や
く
り
返
す
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
一
九
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
サ
イ

ー
ド
の
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
は
、
い
わ
ば
権
力
と
癒
着
し
た
知
の
一
態
様
た
る

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
新
た
な
裁
断
面
を
与
え
た
著
作
と
し
て
、
今
日
、
オ
リ
エ
ン

ト
に
関
す
る
す
べ
て
の
議
論
が
、
肯
定
／
否
定
ど
ち
ら
の
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、
ひ

と
ま
ず
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
級
の
基
本
書
と
な
っ
て
い
る
。
サ
イ
ー
ド

に
よ
れ
ば
「
詩
人
に
し
ろ
、
学
者
に
し
ろ
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
は
、
オ
リ
エ
ン

ト
に
語
ら
せ
、
オ
リ
エ
ン
ト
に
つ
い
て
記
述
し
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
秘
め
た
る
も
の
を

西
洋
の
た
め
に
西
洋
に
対
し
て
あ
ば
く
人
間
だ
と
い
う
事
実
、
す
な
わ
ち
外
在
性
こ

そ
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
前
提
条
件

（
（（
（

」
と
さ
れ
る
。
優
越
的
西
洋
と
劣
弱
な
オ
リ

エ
ン
ト
と
の
間
に
超
え
が
た
い
区
別
を
設
け
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
関
係
を

再
生
産
し
て
ゆ
く
言
説
の
す
べ
て
が
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
な
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
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ロ
ー
ム
の
︽
ア
ル
メ
の
踊
り
︾︽
奴
隷
市
場
︾
に
現
れ
た
オ
リ
エ
ン
ト
が
、
西
洋
の
い

わ
ば
抑
圧
さ
れ
た
鏡
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
、
西
洋
の
暗
い
欲
望
や
衝
動
を
西

洋
に
代
わ
っ
て
解
き
放
つ
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う

（
（（
（

。

　

手
元
に
あ
る
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』 （
一
九
七
九
）
の
表
紙

に
は
、
は
な
は
だ
暗
示
的
な
が
ら
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
︽
蛇
使
い
︾（
一
八
八
〇
）（
図
12
）

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
身
の
丈
の
二
倍
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
蛇
を
あ
や
つ
る
裸
身

の
少
年
を
捉
え
た
作
品
で
あ
る
。
蛇
使
い
を
見
つ
め
る
男
た
ち
の
背
後
の
青
色
の
壁

面
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
な
く
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）
の
ト
プ

カ
プ
宮
殿
の
写
真
を
流
用
し
、
か
つ
ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
実
際
に
目
に
し
た
宮
殿
の
他
の

部
分
を
組
み
あ
わ
せ
た
も
の
と
さ
れ
る
が

（
（（
（

、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
ふ
た
た
び
性

愛
で
あ
る
。
少
年
に
注
が
れ
る
男
た
ち
の
眼
差
し
は
、
自
在
に
蛇
を
あ
つ
か
う
妙
技

へ
の
驚
嘆
の
み
な
ら
ず
、
少
女
と
見
ま
が
う
し
な
や
か
な
肢
体
へ
の
淫
靡
な
情
欲
の

影
を
宿
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

前
出
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
『
東
方
紀
行
』
の
な
か
に
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
「
少
年
愛

（
同
性
愛
）」を
暗
示
す
る
箇
所
が
あ
り
、か
の
地
に
は
た
し
か
に
か
か
る
性
愛
が
存
在

し
て
い
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
は “le petit garçon vaut 

bien la fem
m

e” 

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
い
た

（
（（
（

。「
男
ば
か
り
が
た
む
ろ
す
る
空

間
に
は
、
男
女
の
境
界
へ
と
誘
惑
す
る
よ
う
な
特
異
な
エ
ロ
ス
の
香
り
も
嗅
ぎ
分
け

ら
れ
る

（
（（
（

」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
証
言
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、「
少
年
愛
（
同
性
愛
）」
を
オ
リ
エ
ン
ト
固
有
の
も
の
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
あ
き
ら
か
に
歴
史
の
捏
造
で

あ
ろ
う
。「
少
年
愛
」
が
む
し
ろ
古

代
ギ
リ
シ
ア･

ロ
ー
マ
か
ら
続
く

西
洋
の
「
伝
統
」
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
か
ら
だ

（
（（
（

。
要

点
は
ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
オ
リ
エ
ン
ト

を
舞
台
と
し
な
が
ら
、
西
洋
の
欲

望
を
西
洋
に
か
わ
っ
て
解
放
す
る

絵
画
を
ひ
そ
か
に
描
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
か
ぎ
り
で︽
蛇
使
い
︾は
、「
反
」

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
る
サ
イ
ー

図 12

図 10

図 11
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ド
の
著
作
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
性
愛
的
作
品
と
な
ら
ん
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
絵
画
も
サ
イ
ー
ド
が

告
発
し
て
や
ま
な
い
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
例
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
か
。
ア
ン
リ
・
ル
ニ
ョ
ー
（
一
八
四
三
─
一
八
七
一
）
の
︽
グ
ラ
ナ
ダ
の
ム
ー
ア
人

諸
王
治
下
の
裁
判
抜
き
の
処
刑
︾（
一
八
七
〇
）（
図
13
）
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
旅
行
の

経
験
に
も
と
づ
き
、
じ
っ
さ
い
に
は
モ
ロ
ッ
コ
の
タ
ン
ジ
ー
ル
で
制
作
さ
れ
た
作
品

は
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
の
「
殺
戮
」
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
た
と
い
う
べ
き
主
題
を
扱
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
を
思
わ

せ
る
建
物
の
内
部
で

（
（（
（

、
血
の
滴
り
落
ち
る
石
段
に
切
断
さ
れ
た
首
が
転
が
り
、
斬
殺

に
よ
る
処
刑
が
行
わ
れ
た
直
後
の
ま
が
ま
が
し
い
情
景
が
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
サ
イ
ー
ド
の
問
題
意
識
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
作
者

の
意
図
は
ど
う
あ
れ
、
不
可
解
に
し
て
神
秘
的
な
オ
リ
エ
ン
ト
の
「
野
蛮
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

オ
リ
エ
ン
ト
の
「
野
蛮
」
の
主
題
化
は
、
た
し
か
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に

著
し
い
特
徴
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
上
述
の
ル
ニ
ョ
ー
の
師
で
も
あ

っ
た
保
守
派
の
重
鎮
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
カ
バ
ネ
ル
（
一
八
二
三
─
一
八
八
九
）
の
︽
死

刑
を
宣
告
さ
れ
た
男
に
毒
を
た
め
す
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
︾（
一
八
八
七
）（
図
14
）
は
そ
の

一
例
で
あ
ろ
う
。
自
ら
支
配
す
る
エ
ジ
プ
ト
王
国
の
運
命
を
悟
っ
た
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

は
、
死
刑
囚
に
さ
ま
ざ
ま
な
薬
毒
を
試
飲
さ
せ
、
苦
し
み
が
最
も
少
な
い
毒
を
選
び

自
殺
を
図
ろ
う
と
し
た
。
い
ま
、
エ
ジ
プ
ト
の
女
王
は
右
手
に
ロ
ー
タ
ス
と
パ
ピ
ル

ス
の
花
を
も
ち
な
が
ら
、
柱
廊
の
前
に
運
ば
れ
る
犠
牲
者
の
遺
骸
を
平
然
と
見
送
っ

て
い
る

（
（（
（

。
こ
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
冷
酷
非
情
な
態
度
に
は
、
男
性
を
破
滅
へ
と
導
く

「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
（
宿
命
の
女
）」
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
西
洋
が
オ
リ

エ
ン
ト
に
措
定
す
る
暗
黒
と
不
合
理
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

サ
イ
ー
ド
の
論
考
が
思
想
史
に
及
ぼ
し
た
振
幅
と
射
程
の
広
さ
は
も
と
よ
り
否
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
西
欧
世
界
が
事
物
を
見
る
主
体
と
基
準
を
提
供
し
、

オ
リ
エ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
西
欧
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
存
在
す
る
客
体

に
過
ぎ
な
い
と
す
る
そ
の
主
張
は
、
西
欧
中
心
主
義
の
解
体
を
促
す
苛
烈
に
し
て
真

摯
な
異
議
申
し
立
て
で
あ
り
、
そ
の
画
期
的
な
意
義
は
著
者
サ
イ
ー
ド
の
死
後
も
高

ま
り
こ
そ
す
れ
け
っ
し
て
減
じ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
サ
イ
ー
ド
の
関
心

が
主
と
し
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
「
帝
国
主
義
的
」
側
面
に
注
が
れ
、
そ
れ
故
オ

リ
エ
ン
ト
の
表
象
の
す
べ
て
に
均
一
な
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
と
す
れ

図 13

図 14
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ば
、
小
論
が
あ
ら
た
め
て
検
討
を
す
す
め
て
い
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
多
少

と
も
重
要
な
歴
史
的
意
義
は
、
サ
イ
ー
ド
の
研
磨
さ
れ
た
知
の
鏡
面
に
は
容
易
に
映

じ
る
こ
と
は
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

３
．
オ
リ
エ
ン
ト
の
図
像 

⑵

  

前
節
で
暫
定
的
に
導
き
出
さ
れ
た
結
論
は
、オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
が
、

殺
戮
の
主
題
、
あ
る
い
は
黒
人
や
性
愛
的
女
性
像
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
に
お
い
て
、

ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
後
継
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
事
実
を
再
確
認
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵

画
全
体
を
貫
く
一
定
の
原
理
が
浮
か
び
あ
が
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
無
限
と
も

言
え
る
主
題
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に
は
存
在
す
る
か

ら
で
あ
る
。

　

人
び
と
の
官
能
的
な
好
奇
心
に
訴
え
、
禁
圧
さ
れ
た
情
念
を
解
放
す

る
か
に
見
え
る
ジ
ェ
ロ
ー
ム
作
品
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
画
家
の
幅
広

い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
部
を
構
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
礼
拝
の
時
刻
を

知
ら
せ
る
ア
ザ
ー
ン
を
写
し
た︽
ム
エ
ジ
ン（
祈
祷
者
へ
の
呼
び
声
）︾（
一

八
六
六
）（
図
15
）
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
の
厳
粛
な
礼
拝
の
場
面

を
捉
え
た
︽
ア
ム
ル
の
モ
ス
ク
の
な
か
の
公
共
礼
拝
︾（
一
八
七
一
）

（
図
16
）
は
、
た
と
え
そ
れ
ら
が
「
偽
り
の
表
象

（
（（
（

」
で
あ
っ
た
に
し
て

も
、
一
連
の
性
愛
的
な
主
題
と
は
異
質
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
オ
リ
エ

ン
ト
の
「
野
蛮
」
を
描
い
た
ル
ニ
ョ
ー
や
カ
バ
ネ
ル
の
作
品
も
、
じ
つ

は
、
多
様
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
中
で
は
む
し
ろ
少
数
に
属
し
て
い
る
の
で

あ
り
、「
性
愛
」
や
「
野
蛮
」
の
み
に
よ
っ
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
を
論
じ
る
こ

と
は
い
か
に
も
一
面
的
に
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
は
ど
の
よ
う
な
主
題
に
そ
の
比
重
を
置
い
て

展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
︿
祈
り
﹀
の
作
品
が
す

で
に
そ
の
こ
と
を
あ
る
程
度
明
確
に
物
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
大
半
は
、
異
常
な
「
野
蛮
」
に
で
は
な
く
、
オ
リ
エ
ン

ト
の
壮
大
な
風
景
、
あ
る
い
は
緩
慢
で
ゆ
る
や
か
な
リ
ズ
ム
を
刻
む
平
凡
な
、
し
か

し
色
彩
豊
か
な
日
常
の
情
景
に
そ
の
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

  

一
八
四
八
年
四
月
の
『
両
世
界
評
論
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
歴
史
家
ジ
ャ
ン=

ジ
ャ

ッ
ク
・
ア
ン
ペ
ー
ル
（
一
八
〇
〇
─
一
八
六
四
）
を
筆
者
と
す
る
旅
行
記
に
は
、
エ
ジ

プ
ト
の
光
が
い
か
に
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い

る
。

図 15

図 16
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L
a splendeur et la richesse de la lum

ière sont ici incom
parables, 

c’est quelque chose de plus que la G
rèce et l’Ionie elle-m

êm
e. L

es 

teintes roses de l’aube, la pourpre ardente, l’or em
brasé des so-

leils couchants au bord du N
il surpassent encore les gracieuse et 

les plus éblouissantes scènes de lum
ière d’A

thènes et de Sm
yrne. 

C
e n’est plus l’E

urope ni l’A
sie M

ineure, c’est l’A
frique. L

e soleil 

n’est pas radieux, il est rutilant ; la terre n’est pas seulem
ent in-

ondée des feux du jour, elle en est dévoré e

（
（（
（

.

　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
が
着
目
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
ギ
リ

シ
ア
以
上
の
光
」に
満
ち
た
オ
リ
エ
ン
ト
の
自
然
と
風
土
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
本
節
の
吟
味
の
対
象
に
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
フ
ロ
マ
ン
タ

ン
（
一
八
二
〇
─
一
八
七
五
）
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。
オ

ラ
ン
ダ
の
画
家
た
ち
を
論
じ
た
『
昔
日
の
巨
匠
た
ち
』（
一
八
七
六
）
の
著
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
人
び
と
の
生
活
を
敬
愛
の
念
を
も

っ
て
描
い
た
画
家
で
あ
り
、
し
か
も
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
の
主
要
な
モ
テ
ィ

ー
フ
た
る
馬
を
好
ん
で
取
り
あ
げ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
北
ア
フ
リ
カ
に
足

を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
点
で
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
真
正
な
後
裔
と
呼
び
う
る
な
ら
ば
、
フ

ロ
マ
ン
タ
ン
を
論
じ
る
こ
と
は
、︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
か
ら
出
発
し
た
小
論
の

検
討
作
業
を
完
成
さ
せ
る
必
須
の
手
続
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
１
）　

馬

　

一
八
四
六
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
訪
れ
、
以
後
も
二
回
（
一
八
四
七
─
四
八
、
一
八

五
二
─
五
三
）
に
わ
た
っ
て
北
ア
フ
リ
カ
に
赴
い
た
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
画
家
の
な
か
で
、
北
ア
フ
リ
カ
に
最
も
親
し
ん
だ
芸
術
家
の

ひ
と
り
と
称
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
よ
り
一
〇
年
以
上
も
前

に
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
の
画
家
が
北
ア
フ
リ
カ
に
赴
い
て
い
た
こ
と
に
ま
ず

触
れ
て
お
こ
う
。
一
八
三
二
年
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
フ
ラ
ン
ス
特
別
大
使
モ
ル
ネ
イ
伯

爵
の
随
員
と
し
て
タ
ン
ジ
ー
ル
に
上
陸
し
て
い
た
。
六
个
月
に
及
ぶ
ア
フ
リ
カ
体
験

は
、
た
と
え
ば
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
イ
タ
リ
ア
に
準
え
ら
れ
る
べ
き
内
実
を
そ
な

え
た
も
の
で
、
画
家
は
北
ア
フ
リ
カ
の
生
き
た
風
土
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
そ
の
日
記
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。「
彼
ら
は
幾
重
に

も
自
然
に
近
い
。
そ
の
衣
服
、
靴
の
形
。
そ
し
て
彼
ら
が
作
る
す
べ
て
の
も
の
の
な

か
に
美
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
と
言
え
ば
、
私
た
ち
の
コ
ル
セ
ッ
ト
、
き
っ

ち
り
し
た
靴
、
ば
か
げ
た
苦
痛
を
与
え
る
衣
服
の
わ
れ
わ
れ
は
哀
れ
だ

（
（（
（
。」
か
く
し

て
、
画
家
は
︽
ア
ル
ジ
ェ
の
女
︾（
一
八
三
四
）（
図
17
）
や
︽
モ
ロ
ッ
コ
の
ユ
ダ
ヤ
人

の
結
婚
式
︾（
一
八
三
九
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
作
品
に
よ
っ
て
「
北
ア
フ
リ
カ
の
絵

画
的
ト
ポ
ロ
ジ
ー
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
ひ
と
つ
の
有
力
な
系
譜
を
築
い
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
を
は
じ
め
、
マ
リ
ヤ
、
ド
ゥ
カ
ン
に
先
輩
と
し
て
の
敬
意
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
は
、
し
か
し
彼
ら
よ
り
も
い
っ
そ
う
深
く
オ
リ
エ
ン

ト
に
か
か
わ
り
、
そ
こ
に
若
々
し
い
才
能
を
注
い
だ
画
家
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
と
「
地
中
海
の
第
二
の
顔
」（
ブ
ロ
ー
デ
ル
）
た
る
サ
ハ
ラ
を
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
霊

感
源
と
す
る
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
は
、
ア
ラ
ブ
の
生
活
の
基
本
的
要
素
が
狩
猟
に
あ
る
と

信
じ
、
描
く
べ
き
モ
テ
ィ
ー
フ
を
そ
こ
に
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
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画
家
が
ザ
フ
イ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
騎
兵
）
や
ズ
ア
ー
ヴ
兵
（
フ
ラ
ン
ス
軍
歩
兵
）
で
は
な

く
、
自
然
と
闘
う
ア
ラ
ブ
人
と
そ
の
馬
の
姿
を
中
心
的
主
題
に
据
え
た
と
い
う
事
実

に
明
瞭
で
あ
る
（
図
18
）
砂
漠
と
の
絶
え
ざ
る
対
決
を
く
り
返
す
堂
々
と
し
て
勇
壮

な
ア
ラ
ブ
の
騎
手
が
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
の
眼
に
は
自
然
に
も
っ
と
も
近
い
存
在
と
映

じ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
北
ア
フ
リ
カ
の
体
験
は
、
絵
画
と
は
別
種
の
才
能
を
要
求
す
る
二
つ
の

美
し
い
書
物
『
サ
ハ
ラ
の
夏
』（
一
八
五
七
）『
サ
ヘ
ル
の
一
年
』（
一
八
五
九
）
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
研
究
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
物
語
（les 

récits algériens

）」（
（（
（

と
呼
ぶ
べ
き
こ
の
二
著
に
は
伝
統
的
な
部
族
の
習
慣
や
衣
裳
の

喪
失
を
憂
え
る
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
の
姿
が
鮮
明
で
あ
る
。
失
わ
れ
ゆ
く
土
着
の
文
化
の

記
録
と
し
て
両
書
は
再
読
に
値
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
広
大
な
風
景
の
中
に
小
さ
な
騎
手
の
像
を
描
い
た
フ
ロ
マ

ン
タ
ン
の
絵
画
作
品
に
は
、
と
き
に
人
物
の
表
現
に
稚
拙
さ
が
目
立
ち
、

し
か
も
構
図
に
緊
密
さ
を
欠
く
も
の
が
少
な
く
な
く

（
（（
（

、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
が

新
時
代
を
劃
す
る
ほ
ど
の
独
創
性
を
も
つ
画
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
。
し
か
し
そ
の
気
高
く
純
化
さ
れ
た
サ
ハ
ラ
の
肖
像
は
、
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
伝
統
に
繊
細
に
し
て
高
貴
な
表
現
を
つ
け
加
え
た
と

も
言
え
、
い
ま
も
な
お
人
々
を
魅
了
す
る
輝
き
は
失
っ
て
は
い
な
い
。
フ

ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
言
葉
は
、
そ
の
一
端
に
触
れ
た
貴
重

な
証
言
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。「
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
は
何
と
い
う
偉
大

な
人
物
だ
ろ
う
─
─
─
オ
リ
エ
ン
ト
を
見
た
い
と
思
う
人
び
と
に
と
っ

て
、
彼
は
今
後
と
も
常
に
案
内
の
役
を
果
す
だ
ろ
う
。（

（（
（

」

　

さ
な
が
ら
黄
金
の
太
陽
に
慈
し
ま
れ
た
幸
福
な
国
を
思
わ
せ
る
ア
ル
ジ
ェ
周
辺
の

緑
地
帯
サ
ヘ
ル
と
サ
ハ
ラ
の
光
と
色
彩
は
、
そ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
に
類
例

を
求
め
が
た
い
主
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
絵
画
が
オ
リ
エ
ン
ト

の
光
輝
や
魅
力
を
伝
え
る
誠
実
な
証
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
う
余
地
は
な
い
。
フ
ロ

マ
ン
タ
ン
の
回
想
は
、
い
か
に
も
含
蓄
に
富
ん
で
い
る
だ
ろ
う 

（『
サ
ヘ
ル
の
一
年
』）。

L’O
rient, c’est un lit de repos trop com

m
ode, où l’on s’étend, où 

l’on est bien, où l’on ne s’ennuie jam
ais, parce que l’on y som

-

m
eille, où l’on croit penser, où l’on dort; beaucoup y sem

blent 

vivre qui n’existent plus depuis longtem
p s

（
（（
（

. 

図 17

図 18
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（
２
） 

砂
漠

　

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
は
、
か
く
し
て
、
淫
蕩
と
破
壊
の
限
り
を
尽
く
し
た
オ

リ
エ
ン
ト
の
暴
君
を
描
い
た
︽
サ
ル
ダ
ナ
パ
ー
ル
の
死
︾
の
主
題
や
モ
テ
ィ
ー
フ
の

い
く
つ
か
を
引
き
つ
ぎ
つ
つ
、
他
方
で
そ
こ
に
は
遂
に
登
場
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た

オ
リ
エ
ン
ト
の
自
然
と
向
き
あ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
よ
り

も
さ
ら
に
鮮
明
な
そ
の
例
証
は
、
画
家
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ギ
ヨ
メ
（
一
八
四
〇
─
一
八

八
七
）
が
提
示
し
て
い
る
。
一
八
六
二
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
は
じ
め
て
訪
れ
て
以

降
、
オ
リ
エ
ン
ト
に
取
材
し
た
絵
画
を
サ
ロ
ン
に
出
品
し
た
ギ
ヨ
メ
は
、
一
八
六
七

年
の
︽
砂
漠
︾（
図
19
）
に
よ
っ
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
に
新
た
な
水
準
を
き
り

開
く
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う

（
（（
（

。

　

西
洋
絵
画
の
伝
統
に
は
例
の
な
い
荒
涼
と
し
た
砂
漠
が
広
が
り
、
前
景
に
は
、
あ

た
か
も
人
間
と
自
然
の
苛
酷
な
戦
い
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
駱
駝
の
骨
が
む
な
し

く
横
た
わ
っ
て
い
る
。
画
面
を
支
配
す
る
無
限
の
静
け
さ
を
唯
一
乱
す
も
の
と
い
え

ば
、
遥
か
水
平
線
上
の
蜃
気
楼
と
も
見
え
る
隊
商
の
歩
み
だ
け
で
あ
る
。
起
伏
す
る

丘
と
て
な
い
変
化
に
と
ぼ
し
い
茫
漠
と
し
た
オ
リ
エ
ン
ト
の
風
景
を
ど
の
よ
う
な
構

図
の
も
と
に
描
き
う
る
の
か
。
こ
の
課
題
に
正
面
か
ら
応
え
よ
う
と
し
た
試
行
の
記

念
碑
、
そ
れ
が
︽
砂
漠
︾
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

オ
リ
エ
ン
ト
の
雄
大
な
風
土
に
触
発
さ
れ
た
画
家
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
実
り
豊

か
な
果
実
を
手
に
し
た
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
雄
弁
に
物
語
る
作
例
が
、
レ
オ
ン
・
ベ

リ
ー（
一
八
二
七
─
一
八
七
七
）の
大
作︽
メ
ッ
カ
へ
向
か
う
巡
礼
︾（
一
八
六
一
）（
図
20
）

で
あ
る
。
ベ
リ
ー
は
、
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
変
わ
ら
ぬ
愛
着
を
注
い

だ
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
に
純
一
な
情
熱
を
捧
げ
た
画
家
で
あ
っ
た
。
一
八
五
〇
年
に

は
じ
め
て
オ
リ
エ
ン
ト
を
旅
し
、
一
八
五
五
年
の
二
度
目
の
エ
ジ
プ
ト
旅
行
の
お
り

に
こ
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
傑
作
と
さ
れ
る
作
品
の
着
想
を
得
た
と
い
う
。

作
品
は
一
八
六
一
年
の
サ
ロ
ン
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
国
家
買
い
上
げ
の
栄
誉
に
浴

し
て
い
る

（
（（
（

。

　

コ
ー
ラ
ン
が
一
生
に
一
度
は
成
就
せ
よ
と
教
え
る
巡
礼
地
メ
ッ
カ
へ
の
旅
が
、
い

ま
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
灼
熱
の
大
地
を
ゆ
く
巡
礼
者
た
ち
は
、
事
物
の

色
彩
さ
え
奪
う
強
烈
な
光
を
背
に
画
面
の
中
央
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
ご
と
く
配
さ
れ
、

安
定
し
た
構
図
を
作
り
出
し
て
い
る
。
低
く
と
ら
れ
た
水
平
線
と
画
面
左
端
へ
と
伸

び
る
巡
礼
の
列
と
は
、
構
図
の
安
定
感
を
い
っ
そ
う
強
め
る
と
と
も
に
、
ど
こ
ま
で

図 19

図 20
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も
明
る
い
砂
漠
が
、
同
時
に
ど
こ
ま
で
も
果
て
し
な
く
広
が
る
無
限
の
空
間
で
あ
る

こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
大
地
を
焦
が
す
強
烈
な
暑
さ
と
目
眩
む
よ
う
な
光

に
一
切
が
つ
つ
ま
れ
た
オ
リ
エ
ン
ト
の
景
観
を
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
課
題
に
、

︽
メ
ッ
カ
へ
向
か
う
巡
礼
︾
は
、
部
分
的
で
は
あ
れ
、
し
か
る
べ
く
解
答
を
与
え
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
中
で
も
と
り
わ
け
印
象
深
く
、
か

つ
秀
逸
な
作
品
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、
あ
な
が
ち
理
由
の
な
い
な
い
こ
と

で
は
な
い

（
（（
（

。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
小
論
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
れ
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
が
ド
ラ

ク
ロ
ワ
の
想
像
的
世
界
を
ひ
と
つ
の
源
流
と
し
つ
つ
、
現
実
の
オ
リ
エ
ン
ト
の
提
示

す
る
事
物
や
風
景
に
正
面
か
ら
向
き
あ
う
地
点
ま
で
進
ん
で
い
っ
た
様
相
を
検
討
し

て
き
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
指
摘
し
た
「
オ
リ
エ
ン
ト
の
流
行
」
が
、
絵
画

に
お
い
て
ひ
と
き
わ
顕
著
な
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
は
や
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

　

礼
讃
の
議
論
が
登
場
し
て
き
た
と
き
に
、
実
態
は
す
で
に
衰
え
て
い
る
と
い
う
常

識
に
従
え
ば
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
次
第
に
優
勢
と
な
り
、
同
時
代
の
社
会
に
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
は
、
お
よ
そ
半
世
紀
を
過
ぎ
て

よ
う
や
く
退
潮
の
兆
し
を
見
せ
始
め
て
い
た
。
一
八
九
三
年
、
レ
オ
ン
ス
・
ベ
ネ
デ

ィ
ッ
ト
（
一
八
五
九
─
一
九
二
五
）
に
よ
っ
て
「
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
画

家
協
会
」
が
パ
リ
に
創
設
さ
れ
、
つ
い
で
、
一
八
九
七
年
に
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
画
家
協
会
」
が
ア
ル
ジ
ェ
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
事
実（

（（
（

は
、
じ
つ

の
と
こ
ろ
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
終
焉
を
物
語
る
秘
か
な
兆
候
と
い
っ
て
よ
い

も
の
で
あ
ろ
う
。
じ
っ
さ
い
、
一
九
二
〇
年
代
の
マ
テ
ィ
ス
作
品
に
お
い
て
部
分
的

な
復
活
を
遂
げ
る
ま
で
の
間
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
は
、
新
た
に
登
場
し
た
ジ

ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
フ
ラ
ン
ス
の
世
紀
末
芸
術
に
決
定
的
な
役
割
を
果
し
て
行
く
の
と
表

裏
す
る
よ
う
に
、
そ
の
美
術
史
的
な
生
命
を
ひ
と
ま
ず
終
え
る
の
で
あ
る
。

　

前
代
の
華
々
し
い
成
功
者
が
後
代
の
敗
残
者
と
な
る
こ
と
は
歴
史
上
あ
り
ふ
れ
た

光
景
で
あ
り
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
も
例
外
で
は
な
い
。
後
世
に
そ
の

名
を
と
ど
め
た
者
も
い
れ
ば
、
暗
く
深
い
忘
却
の
淵
に
沈
ん
だ
者
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
命
運
に
は
そ
れ
に
見
あ
う
だ
け
の
必
然
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
か
れ
ら
の
生
み
だ
し
た
絵
画
の
全
体
が
、
一
部
に
支
配
的
な
通
念
に

し
た
が
っ
て
、
西
洋
に
つ
い
て
の
不
当
な
自
負
と
オ
リ
エ
ン
ト
へ
の
根
拠
な
き
憧
れ

と
優
越
と
の
奇
妙
な
混
交
の
産
物
と
し
て
ひ
と
し
な
み
に
裁
断
さ
れ
る
と
き
、
あ
ま

り
に
豊
か
な
そ
の
内
容
が
見
失
わ
れ
る
こ
と
も
ま
た
否
定
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
の
絶
え
ざ
る
検
証
が
ま
さ
に
忘
却
を
免
れ
る
べ
き
課
題
で
あ

る
こ
と
は
す
で
に
あ
き
ら
か
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
が
ら
、
社
会
学
者
ロ
ダ
ン
ソ
ン
が
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の

魅
惑
』の
末
尾
に
記
し
た
予
言
的
な
文
章
を
引
用
し
て
本
稿
を
結
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

N
ul ne hait ni n’aim

e gratuitem
ent un peuple, un univers culturel 

extérieurs. L
es im

ages passent par le processus habituel de for-

m
ation et d’évolution des idéologies. Vaste dom

aine dont le dé-

frichem
ent com

m
ence à pein e

（
（（
（

.
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注（
1
） 
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
（
川
端
康
夫
訳
）『
サ
ハ
ラ
の
夏
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
八
八
年
）、
ⅷ
。
原
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。”Il ne m

e sem
blait nullem

ent té-

m
éraire 

de 
parler 

de 
l’O

rient 
après 

tant 
d’auteurs 

grands 
ou 

charm
ants”, 

E
ugène From

entin, Œ
uvres com

pèltes(Paris:É
ditions G

allim
ard, 1984), p.5.

（
2
） V

ictor 
H

ugo, 
Œ

uvres 
poétiques 

I 
A

vant 
l’exil 

1802 –1851(Paris:É
ditions 

G
allim

ard, 1964), p.580.  

（
3
） 

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
（
辻
昶
訳
）「
東
方
詩
集
」『
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
文
学
館
第
1

巻
』（
潮
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
二
〇
─
二
二
一
ペ
ー
ジ
。
原
文
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。”l’O

rient, soit com
m

e im
ages, soit com

m
e pensée, est devenu, pour les 

intelligences 
autant 

que 
pour 

im
aginations, 

une 
sorte 

de 
préocupation 

gé-

nérale,” ”Les couleurs orientales sont venues com
m

e d’elles-m
êm

es em
preindre 

toutes ses pensées,toutes ses rêveries.” H
ugo, Œ

uvres poétiques I. op.cit., p.580.

（
4
） R

ené 
G

rousset, 
L’E

m
pire 

du 
Levant, 

H
istoire 

de 
la 

question 
d’O

rient 

(Paris:Payot, 1946).  

「
オ
リ
エ
ン
ト
の
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
関
係
の
問
題
で

あ
る
。」
と
い
う
一
文
で
そ
の
著
作
を
開
始
す
る
グ
ル
ー
セ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
が
接

触
す
る
地
域
、
す
な
わ
ち
地
中
海
沿
岸
を
主
題
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
中
世
に
い
た
る
複

雑
な
交
渉
の
あ
り
よ
う
を
、
地
理
的
、
歴
史
的
、
文
化
的
観
点
か
ら
解
明
し
て
い
る
。

（
5
） 

ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
参
加
し
た
考
古
学
者
た
ち
は
、
周
知
の
と
お
り
、
彫
刻
の
断
片
や
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
ス
ケ
ッ
チ
、
あ
る
い
は
砂
漠
の
デ
ッ
サ
ン
等
を
パ
リ
に
持
ち
か
え
り
、
さ
ら
に
ヴ

ィ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ノ
ン
（
一
七
四
七
─
一
八
二
五
）
の
『
ボ
ナ
パ
ル
ト
将
軍
の
遠
征
に
際
し

て
の
下
エ
ジ
プ
ト･

上
エ
ジ
プ
ト
の
旅
』（
一
八
〇
二
）
と
、
い
わ
ゆ
る
『
エ
ジ
プ
ト
誌La 

D
escription de l’E

gypte

』、
正
確
に
は
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
皇
帝
陛
下
の
命
に
よ
り
出
版
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
軍
エ
ジ
プ
ト
遠
征
中
の
観
察
・
研
究
の
集
大
成
と
記
述
』（
一
八
〇
九
─
一
八
二

二
）
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ギ
リ
シ
ア･

ロ
ー
マ
時
代
以
来
、
間
欠
的
に

現
れ
て
い
た
「
エ
ジ
プ
ト
マ
ニ
ア
」
は
一
九
世
紀
に
再
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Jam
es Stevens C

url, E
gyptom

ania T
he E

gyptian R
evival:a R

ecurring T
hem

es in 

the H
istory of T

aste (M
anchester and N

ew
 York:M

anchester U
niversity Press, 

1994), p.118.  

ニ
ー
ナ･

バ
ー
レ
イ
の
言
葉
を
使
え
ば
、
こ
の
時
期
に
「
エ
ジ
プ
ト
マ
ニ
ア

（
エ
ジ
プ
ト
熱
）」
か
ら
「
エ
ジ
プ
ト
ロ
ジ
ー
（
エ
ジ
プ
ト
学
）」
へ
の
移
行
が
な
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。N

ina B
urleigh, M

irage:N
apoleon’s Scientists and the U

nveiling of 

E
gypt (N

ew
 York:H

arperC
ollins Publishers, 2007), p.241.

（
6
）
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ベ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
マ
ン
主
義
は
「
魂
の
未
知
の
領
域
へ
と
続
く
道
を

探
し
求
め
」「
時
間
と
空
間
の
な
か
で
わ
れ
わ
れ
自
身
を
越
え
た
彼
方
へ
わ
れ
わ
れ
を
拡
大

し
、
わ
れ
わ
れ
の
現
下
の
存
在
を
あ
る
無
限
の
運
命
の
線
の
上
の
た
だ
一
点
に
す
る
よ
う
な

あ
の
一
切
の
も
の
の
秘
密
」を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
。 A

lbert B
éguin, L’A

m
e rom

antique 

et le rêve (Paris:Librairie José C
orti, 1967), xvi.

（
7
） 

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
『
東
方
紀
行
』
の
全
訳
は
つ
ぎ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
（
野
崎
歓
・
橋
本
綱
訳
）「
東
方
紀
行
」『
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
全
集
Ⅲ 

東
方
の
幻
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
八
九
年
）。
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ベ
ー
ル
（
斎
藤
昌
三
訳
）『
フ
ロ
ベ
ー
ル

の
エ
ジ
プ
ト
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
）
は
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
姪
カ
ロ
リ
ー
ヌ
の

改
竄
を
免
れ
た
、
つ
ぎ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
翻
訳
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

G
ustave Flaubert, Voyage en É

gypte, édition intégrale du m
anuscript original 

établie et présentée par Pierre-M
arc de B

iasi(Paris:B
ernard G

rasset, 1991).

（
8
） Jean-Pierre B

artoli, “La M
usique Française et L’O

rient:A
 propos du D

ésert de 

Félicien 
D

avid,” 
R

evue 
international 

du 
m

usique 
française, 

no.5, 
(novem

bre 

1981), pp.29- 36. cf. E
laine B

rody, Paris:the M
usical K

aleidoscope 1870- 1925 (N
ew

 

York:G
eorge B

raziller, 1982), pp.70- 72.
（
9
） Jean 

A
lazard, 

 
L’O

rient 
et 

la 
Peinture 

Française 
au 

X
IX

e 
siècle:d’E

ugène 

D
elacroix à A

uguste R
enoir (Paris:Librairie Plon, 1930), p.30.

（
10
） A

lazard, L’O
rient, op.cit. D

onald A
.Rosenthal, O

rientalism
(Rochester:M

em
orial 

A
rt G

allery of the U
niversity of R

ochester, 1982), M
ary A

nne Stevens, ed, T
he 
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O
rientalists:D

elacroix to M
atisse (London:R

oyal A
cadem

y of A
rts, 1984), Jam

es 

Thom
pson, ed, T

he E
ast:im

agined experienced, rem
em

bered:O
rientalist N

ineteenth 

C
entury 

Painting (D
ublin:T

he 
N

ational 
G

allery 
of 

Ireland, 
1988), 

John 
M

. 

M
acK

enzie, O
rientalism

:H
istory, theory, and the arts (M

anchester and N
ew

 York, 

1995), 

稲
賀
繁
美
『
絵
画
の
東
方
︱
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
へ
』（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）, R

oger B
enjam

in, O
rientalist A

esthetics:A
rt, C

olonialism
, 

and French N
orth A

frica, 1880- 1930(B
erkeley:U

niversity of C
alifornia Press, 

2003).

（
11
） 

ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
ル
ー
ベ
ン
ス
を
ホ
メ
ロ
ス
に
誓
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。 ”G
loire à cet 

H
om

ère de la peinture, ce père de la chaleur et de l’enthousiasm
e dans cette  

art où il efface tout, non pas, si l’on veut, par la perfection qu’il a portée dans 

telle 
ou 

telle 
partie, 

m
ais 

partout,” 
Journal 

de 
E

ugène 
D

elacroix, 
Tom

e 
II 

(Paris:Librairie Plon, 1893)(20 octobre, 1853), p.251.　

ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
作
品
制
作
に

あ
た
っ
て
バ
イ
ロ
ン
の
詩
句
を
基
礎
と
し
な
が
ら
様
々
な
材
源
を
得
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
次
の
論
考
が
詳
し
い
。 Lee Johnson, “Tow

ard D
elacroix’s O

riental Sources,” T
he 

B
urlington M

agazine, vol. C
X

X
X

, N
um

ber 900(M
arch, 1978), pp.144- 151.

（
12
） 

コ
ル
デ
ィ
エ
に
つ
い
て
は
、つ
ぎ
の
綿
密
な
研
究
を
参
照
。  Laure de M

argerie, Facing 

the O
ther:C

harles C
ordier(1827- 1905) E

thnographic Sculptor (N
ew

 York:H
arry N

. 

A
bram

s, 2004). 

（
13
） A

lev L
ytle C

routier, H
arem

:T
he W

orld B
ehind the Veil (N

ew
 York:A

bbeville 

Press, 1989), p.17.  

（
14
） Irini A

postolou, L’orientalism
e des voyageurs français au X

V
IIIe siècle : une 

iconographie de l’O
rient m

éditerranéen (Presses de l’U
niversité Paris-Sorbonne, 

2009), p.327.

（
15
） C

routier, H
arem

, op.cit., pp.30- 32 .

（
16
） 

ア
ン
グ
ル
が
イ
タ
リ
ア
よ
り
南
を
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。︽
オ
リ
ダ
リ

ス
ク
と
奴
隷
︾
に
つ
い
て
、
ア
ン
グ
ル
は
「
モ
デ
ル
を
使
わ
ず
に
デ
ッ
サ
ン
に
基
づ
い
て
描

い
た
も
の
で
あ
る
」と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
友
人
へ
の
手
紙
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
。 ”E

nfin, 

dans ce tableau, bien des choses, sinon presque toutes, sont peintes sur des 

dessins, en l’absence du m
odèle vivant,” cited in C

ristopher R
iopelle, “R

om
e, 

1835- 1841,” in G
ary T

interow
 and Philip C

onisbee, eds, 
Portrait 

by 
Ingres: 

Im
ages of A

n E
poch, (N

ew
 York:The M

etropolitan M
useum

 of A
rt, 1999), p. 329.

（
17
） 

出
品
点
数
一
九
〇
余
点
に
の
ぼ
る
大
規
模
な
ジ
ェ
ロ
ー
ム
展
が
、世
界
巡
回
中
で
あ
る
。会

場
は
、
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
ポ
ー
ル
・
ゲ
テ
ィ
美
術
館
）、
パ
リ
（
オ
ル
セ
ー
美
術
館
）、

マ
ド
リ
ー
ド
（
テ
ィ
ッ
セ
ン=

ボ
ル
ネ
ミ
ッ
サ
美
術
館
）、
会
期
は
二
〇
一
〇
年
六
月
一
五
日

か
ら
二
〇
一
一
年
五
月
二
二
日
ま
で
で
あ
る
。
展
覧
会
と
同
名
の
カ
タ
ロ
グ
も
刊
行
さ
れ
て

い
る
。 T

he Spectacular A
rt of Jean-Léon G

érôm
e(1824- 1904)(Paris:Flam

m
arion/

Skira, 2010).

（
18
） 

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
（
野
崎
歓
・
橋
本
綱
訳
）『
東
方
紀
行
』
前
掲
書
、 

五
六
四
ペ
ー
ジ
。G

érard 

de N
erval, Œ

uvres com
plètes II (Paris:É

ditions G
allim

ard, 1984), pp.808- 809.

（
19
） 

フ
ロ
ベ
ー
ル
（
斎
藤
昌
三
訳
）『
フ
ロ
ベ
ー
ル
の
エ
ジ
プ
ト
』
前
掲
書
、
一
五
〇
ペ
ー
ジ
。

Flaubert, Voyage en É
gypte, op.cit., p.283.

（
20
） 

フ
ロ
ベ
ー
ル
が
友
人
の
ル
イ
・
ブ
イ
エ
に
あ
て
た
書
簡
（
一
八
五
〇
年
三
月
一
三
日
付
け
）

に
は
、「
ア
ル
メ
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
し
る
さ
れ
て
い
る
。「
踊
り
ま
た
歌
う
女

が
四
人
い
た
。
ア
ル
メ
と
い
う
。（
ア
ル
メ
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
ね
、
物
知
り
の
女
、
青
鞜

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
よ
。
辻ピ
ュ
タ
ン君

と
い
う
場
合
と
同
じ
こ
と
さ
。
ど
う
だ
い
、
き
み
。
こ
の
こ

と
は
、
ど
ん
な
国
も
、
女
文
学
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
か
ね
。）

ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
は
、
六
時
か
ら
十
時
半
ま
で
続
い
た
。
幕
合
い
に
は
接
吻
の
雨
が
混
ざ
り

あ
う
っ
て
具
合
だ
。
三
絃
胡
弓
を
か
な
で
る
二
人
の
男
は
地
面
に
坐
っ
て
、
断
え
間
な
く
、
楽

器
を
き
い
き
い
鳴
ら
し
続
け
て
い
た
。
リ
ュ
シ
ウ
ク
が
踊
る
と
い
っ
て
着
物
を
脱
ぐ
時
に
は
、

楽
師
た
ち
に
は
見
え
な
い
よ
う
に
、
タ
ー
バ
ン
の
ひ
だ
を
、
か
れ
ら
の
目
に
た
ら
し
て
し
ま

う
の
だ
っ
た
。
こ
の
恥
じ
ら
い
の
気
持
ち
が
、
ぼ
く
ら
に
は
お
そ
ろ
し
く
効
果
的
だ
っ
た
。
踊
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り
の
描
写
は
全
部
省
略
し
て
し
ま
お
う
。
書
い
た
っ
て
う
ま
く
い
き
っ
こ
な
い
か
ら
ね
。
き

み
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
に
は
、
身
振
り
で
示
さ
な
く
て
な
ら
な
い
の
だ
。」
平
井
照
敏
訳
『
フ

ロ
ー
ベ
ー
ル
全
集
書
簡
Ⅰ
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
一
六
〇
ペ
ー
ジ
。G

ustave 

Flaubert, C
orrespondance I. janvier 1830 á juin 1851(Paris:É

ditions G
allim

ard, 

1973), p.606.  

 

　

セ
ー
ラ･

グ
ラ
ハ
ム
＝
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
中
東
の
写
真
に
現
れ
た
女
性
像
を
論
じ
た
著
作
の

な
か
で
、「
踊
り
子
」
が
い
か
に
性
愛
に
結
び
つ
く
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
か
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 ”In com

m
ercial photography of the late nineteenth and early 

tw
entieth centuries, the caption ’dancing girl’ or alm

eh and the suggestive poses 

of the photographers’ m
odels signaled their sexual availability, w

hich w
as often 

em
phasized by the exposure of breasts, shoulders and arm

s.” Sarah G
araham

-

B
row

n, Im
ages of W

om
an (N

ew
 York:C

olum
bia U

niversity Press, 1988), p.170.  

ジ

ェ
ロ
ー
ム
の
作
品
を
考
え
る
上
で
お
お
い
に
興
味
深
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

（
21
） 

ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
若
い
踊
り
子
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
か
つ
写
真
に
収
め
て
い
た
と
す
る
ポ
ー

ル
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
（
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
旅
に
付
き
添
っ
た
若
き
画
家
）
の
証
言
に
つ
い
て
は
つ

ぎ
を
参
照
。R

ichard E
ttinghausen, “Jean-Léon G

érôm
e as a Painter of N

ear 

E
astern 

Subjects,” 
in 

Jean-Léon 
G

érôm
e(1824- 1904)(O

hio:T
he 

D
ayton 

A
rt 

Institute, 1972), p.54.  

（22

） “Le M
arché d’esclaves est une scène prise sur le fait.” M

axim
e du C

am
p, “Salon 

de 1867,” R
evue des D

eux M
ondes, tom

e 69 (1 m
ai, 1867), p.674.

（
23 

） 

二
〇
一
〇
年
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
展
の
図
録
解
説
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 ”not 

so m
uch a depiction of a real event as a fantasy, ” T

he Spectacular A
rt of Jean-

Léon G
érôm

e, op.cit., p.272.

（
24
） E

dw
ard W

. Said, O
rientalism

(N
ew

 York:V
intage B

ooks E
dition, 1979), pp.20-

21.

（
25
） 

美
術
史
家
リ
ン
ダ
・
ノ
ク
リ
ン
は
、
サ
イ
ー
ド
的
観
点
か
ら
ジ
ェ
ロ
ー
ム
作
品
に
徹
底
的

な
批
判
を
加
え
て
い
る
。Linda N

ochlin, “T
he Im

aginary O
rient,” A

rt in A
m

erica, 

Vol.71, N
o.5, (M

ay, 1983), pp.119- 131, pp.186- 191.

（
26
） M

ary R
oberts, “G

érôm
e in Istanbul,” in Scott A

llan and M
ary M

orton, eds, 

R
econsidering G

érôm
e(Los A

ngeles:G
etty Publications, 2010), p.119.

（
27
） 

エ
ジ
プ
ト
か
ら
シ
リ
ア
へ
向
か
う
船
の
な
か
で
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
体
験
を

し
た
と
い
う
。「『
船
長
は
』
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
ぼ
く
に
言
っ
た
。『
あ
な
た
に
提
案
が
あ
る

そ
う
で
す
。』（
中
略
）『
で
は
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
！
』
船
長
は
あ
な
た
の
女
奴
隷
と
、
彼
の

所
有
物
で
あ
る
ヤ
・
ウ
レ
ド
（
少
年
）
と
を
交
換
し
な
い
か
と
言
っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）『
彼

は
本
気
で
言
っ
て
い
る
の
で
す
よ
。
少
年
は
白
い
肌
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
女
は
褐
色
の

肌
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
』
と
彼
は
い
か
に
も
理
解
あ
り
げ
な
様
子
で
付
け
加
え
た
。『
少

年
は
充
分
女
の
か
わ
り
に
な
り
ま
す
よ
。』」『
東
方
紀
行
』
に
は
、
さ
ら
に
直
接
的
に
は
同
性

愛
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
少
年
愛
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
場
面

が
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
さ
る
場
所
で
の
こ
と
。「
ベ
ン
チ
席
の
一
つ
に
腰
を
下

ろ
す
と
す
ぐ
に
、
腕
を
肩
ま
で
む
き
出
し
に
し
た
粋
な
恰
好
の
少
年
が
、
シ
ブ
ー
ク
︹
長
キ

セ
ル
︺
が
い
い
か
ナ
ル
ギ
レ
︹
水
キ
セ
ル
︺
が
い
い
か
聞
き
に
き
た
。
美
し
い
顔
に
は
に
か

む
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
、
少
女
と
言
っ
て
も
通
り
そ
う
な
感
じ
で
あ
る
。」
ネ
ル
ヴ
ァ
ル

（
野
崎
歓
・
橋
本
綱
訳
）『
東
方
紀
行
』
前
掲
書
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
、
四
一
三
ペ
ー
ジ
。N

erval, 

Œ
uvres com

plètes II, op.cit., pp.433- 434, p.643.

（
28
） 

野
崎
歓
『
異
邦
の
香
り

─
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
『
東
方
紀
行
』
論
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）、

三
五
六
ペ
ー
ジ
。
創
見
に
満
ち
た
こ
の
著
作
か
ら
筆
者
は
多
く
の
啓
示
を
受
け
て
い
る
。
感

謝
の
念
と
と
も
に
記
し
て
お
き
た
い
。

（
29
） ”In view

 of the fact that pederasty form
ed an im

portant part of G
reek tradi-

tions, it is a reasonable enough supposition that am
ong the results of G

reek 

influence w
as an increase in the acceptance and practice am

ong R
om

an aristo-

crats of rom
antic relationship w

ith freeborn youth.” C
raig A

. W
illiam

s, R
om

an 

H
om

osexuality (N
ew

 York:O
xford U

niversity Press, 2010), p.69.   

こ
う
し
た
伝
統
に
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お
い
て
少
年
が
一
貫
し
て
性
愛
と
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば

つ
ぎ
の
著
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。G

erm
ainer G

reer, T
he B

eautiful B
oy(N

ew
 

York:R
izzoli International Publications, Inc., 2003).

（
30
） H

ollis C
layson, “H

enri R
egnault’s W

artim
e O

rientalism
,” in Jill B

eaulieu and 

M
ary 

R
oberts, 

eds. 
O

rientalism
’s 

Interlocutors:Painiting, 
A

rchitecture, 

Photography (D
urham

 and London:D
uke U

niversity Press, 2002), p.156.

（
31
） M

ichel H
ilaire et Sylvain A

m
ic, eds, A

lexandre C
abanel 1823- 1889 La tradition 

du beau (Paris:Som
ogy édition d’art, 2010), p.405.

（
32
） ︽
ム
エ
ジ
ン
（
祈
祷
者
へ
の
呼
び
声
）︾（
一
八
六
六
）
で
は
、
ミ
ナ
レ
ッ
ト
（
塔
）
の
大
き

さ
が
実
際
よ
り
も
縮
小
さ
れ
、
街
並
み
も
改
変
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
︽
ア
ム
ル
の
モ
ス
ク
の

な
か
の
公
共
礼
拝
︾（
一
八
七
一
）
は
、
同
時
代
の
写
真
を
も
と
に
人
物
を
描
き
加
え
た
も
の

と
さ
れ
る
。T

he Spectacular A
rt of Jean-Léon G

érôm
e, op.cit., p.244, p.246.

（33

） Jean-Jacque A
m

père, “Voyage et recherche en É
gypte et en N

ubie, V
III H

aute-

É
gypte,” R

evue des D
eux M

ondes,  tom
e 22(1 avril, 1848), p.68.  

（
34
） 

一
八
三
二
年
四
月
二
八
日
の
記
載
。D

elacroix, Journal, op.cit., Tom
e 1:1823- 1858, 

p.185.

（
35
） Jean-Pierre Lafouge, E

tude sur l’orientalism
e d’E

ugène From
entin dans ses “récits 

algériens,” (N
ew

 York:Peter Lang Publishing, Inc., 1988), p.1

（36

） 

た
と
え
ば
マ
キ
シ
ム
・
デ
ュ
・
カ
ン
の
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
批
判
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ

る
。”O

n peut aussi lui reprocher de m
anquer parfois d’unité dans l’exécution,” 

M
axim

e 
du 

C
am

p, 
“Le 

Salon 
de 

1863,” 
R

evue 
des 

D
eux 

M
ondes, 

tom
e 

45 

(15
juin, 1863), pp.897- 898.

（
37
） 

一
八
八
九
年
九
月
一
〇
日
付
の
テ
オ
宛
の
手
紙
。 V. van G

ogh, T
he C

om
plete Letters 

of V
incent van G

ogh, ed.by J.van G
ogh-M

onger and V. van G
ogh(London and 

N
ew

 York:T
ham

es and H
udson, 1958), p.211.

（
38
） From

entin, “U
ne année dans le Sahel,” Œ

uvres com
plètes, op.cit., p.237.

（
39
） Lonce B

énédite, “Les Peintres O
rientalists français,” G

azette des B
eaux-A

rts 

(m
ars,1899), p.240.

（
40
） 

ベ
リ
ー
の
死
の
翌
年
に
国
立
美
術
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
ベ
リ
ー
展
」
の
カ
タ
ロ
グ
に
は

一
連
の
ベ
リ
ー
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。”C

e n’est 

pas 
dire 

que 
Léon 

B
elly 

ne 
fût 

très-connu. 
Son 

tableau 
du 

M
usée 

du 

Luxem
bourg, Pèlerins allant à la m

ecque, l’avait depuis longtem
ps(1864) classé 

au prem
ier rang de nos orientalistes. D

ans cette nouvelle croisade du génie 

français aux pays où le soleil jette l’om
be du C

roissant, B
elly fût l’un des plus 

aventureux, et peut-être le plus sincère. “E
rnest C

hesneau Paris-Journal du 

4 

février 1878, citen in E
xposition des de Léon B

elly (Paris :Im
prim

erie Jules C
laye, 

1878), p.52.

（
41
） 

ア
ラ
ザ
ー
ル
は
ベ
リ
ー
を
評
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 ”Il a donc contribué 

à 
m

odifier 
la 

conception 
qu’on 

se 
faisait 

alors 
couram

m
ent 

de 
l’O

rient, 

puisqu’au lieu des contes des M
illes et une N

uit, il m
ontre des hom

m
es qui 

peinent,” A
lazard, L’O

rient, op.cit., p.152.

（
42
） D

onald 
A

.R
osenthal, 

O
rientalism

(R
ochester:M

em
orial 

A
rt 

G
allery 

of 
the 

U
niversity of R

ochester, 1982), p.148.

（
43
） M

axim
e R

odinson, La fascination de l’Islam
(Paris:François M

aspero, 1980), 

p.153.




